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はじめに 
 

CDC は 2011 年 4 月 1 日、「血管カテーテ

ル関連感染予防のためのガイドライン, 2011」

を公表しました。このガイドラインは 2002 年に

公表された「血管カテーテル関連感染予防の

ためのガイドライン」に代わるものです。 
今回は本ガイドラインの概要と皮膚消毒に

ついて述べます。 
 

ガイドラインの概要 
 
本ガイドラインの注目する主なポイントとし

ては以下のものが挙げられています。 
1)カテーテルの挿入や管理を行う医療従事者

の教育や訓練について。 
2)中心静脈カテーテル挿入中に実施するマキ

シマルバリアプリコーションについて。 
3)クロルヘキシジン濃度が 0.5％を超えるアル

コール製剤の使用について。 
4)感染予防の手法として中心静脈カテーテル

の定期的な交換を避けることについて。 
5)他の手法（例えば教育や訓練、マキシマル

バリアプリコーションや皮膚消毒のための

0.5％を超えるクロルヘキシジンアルコール

製剤の適用）が遵守されているにもかかわ

らず感染率が低下しないようであれば、消

毒薬や抗菌薬含浸の短期間中心静脈カテ

ーテルやクロルヘキシジン含浸のスポンジ

ドレッシングを使用することについて。 
また包括的（バンドル）手法の実施による効果

改善や、品質保証および効果改善の指標とし

てその手法にて実施されているすべての項目

の遵守率を記録・報告することについても強調

しています。 
本ガイドラインの内容は次に示す 22 項目

について、勧告の概要とその勧告の背景など

が記載されています。 
 

1) 教育・訓練・スタッフの配置 
2) カテーテルおよび挿入部位の選択 
3) 末梢カテーテルおよびミッドライン 

カテーテル 
4) 中心静脈カテーテル 
5) 手指衛生および無菌テクニック 
6) マキシマルバリアプリコーション 
7) 皮膚消毒 
8) カテーテル挿入部位のドレッシングレジメン 
9) 患者の清浄 
10) カテーテル固定器具 
11) 抗菌薬／消毒薬含浸カテーテルおよび 

カフ 
12) 予防的抗菌薬投与 
13) 抗菌薬／消毒薬軟膏 
14) 抗菌薬ロック予防、抗菌薬カテーテル 

フラッシュおよびカテーテルロック予防 
15) 抗凝固薬 
16) 末梢およびミッドラインカテーテルの交換 
17) PICC および透析カテーテルを含む 

中心静脈カテーテルの交換 
18) 臍帯カテーテル 
19) 成人と小児患者のための末梢動脈 

カテーテルおよび血圧モニタリング器具 
20) 輸液セットの交換 
21) ニードルレス血管内カテーテルシステム 
22) パフォーマンスの向上 

 
皮膚消毒について 
 

皮膚消毒については表のような勧告になっ

ています。中心静脈カテーテルや末梢動脈カ

テーテル挿入前およびドレッシング交換時の

皮膚消毒にはクロルヘキシジン濃度が 0.5％

を超える（＞0.5％）アルコール製剤で皮膚消 
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毒することがもっとも推奨度の高いカテゴリー

IA で推奨されています。このような勧告となっ

た背景として、以下のことが挙げられています。 
・ 血管カテーテル挿入部位のケアにクロルヘ

キシジン含有製剤を用いた皮膚消毒法とポ

ビドンヨードまたはアルコールとを比較した

2 つのよくデザインされた研究において、ク

ロルヘキシジン製剤の使用でカテーテルへ

の菌定着またはカテーテル関連血流感染

（CRBSI）の割合が低かったこと 2)3)。 
・ 0.5％クロルヘキシジンアルコールが 10％

ポビドンヨードと比較して中心静脈カテーテ

ルへの菌定着または CRBSI に差が見られ

なかったこと 4)。 
・ 2％クロルヘキシジン水溶液が 10％ポビド

ンヨードまたは 70％アルコールよりも

CRBSI が減少する傾向にあること 2)。 
・ 4,143 例のメタアナリシスにおいて、クロル

ヘキシジン製剤はポビドンヨードに対して

49％までカテーテル関連感染のリスクを減

少すること 5)。 
 
2002 年のガイドラインではカテーテル挿入

前およびドレッシングの交換時の皮膚消毒に

2％クロルヘキシジン製剤の使用を推奨した上

でヨードチンキ、ポビドンヨード、70％アルコー

ルを用いることができると勧告されていました

が、前述のように 2011 年のガイドラインでは

中心静脈カテーテルおよび末梢動脈カテーテ

ルについては 0.5％を超える濃度のクロルヘ

キシジンアルコールのみを推奨しています。た

だしクロルヘキシジンが禁忌の場合にはヨード

チンキまたはポビドンヨード、70％アルコール

に変更することができると述べられています。

なお、末梢静脈カテーテル挿入前の皮膚消毒

については 70％アルコールまたはヨードチン

キ、ポビドンヨード、クロルヘキシジンによる皮

膚消毒が推奨されています。 
また、本ガイドラインではクロルヘキシジン

の経済的効果について述べられています。ク

ロルヘキシジンはポビドンヨードに比べて

CRBSI の発生率を 1.6％減少させ、死亡率も

0.23％減少させ、その結果 1 カテーテル使用

あたり 113 ドル抑制することができると述べら

れています 6)。 
クロルヘキシジンが中心および末梢静脈カ

テーテル挿入部位の皮膚消毒に標準的な消

毒薬となった一方で、5％ポビドンヨード 70％

エタノールは 10％ポビドンヨード水溶液に比

べて中心静脈カテーテル関連の定着および感

染を実質的に減少する 7)ことについての記載

もあります。 
 
おわりに 
 

2002 年のガイドライン公表以降も新しい感

染対策の有用性が報告されており、2011 年

のガイドラインではいくつかの新しい感染対策

が推奨されています。本ガイドラインは米国の

ガイドラインであり、日本国内では市販されて

いない製品もありますが、国内においても血管

カテーテル関連血流感染対策の参考となるガ

イドラインであると思われます。 
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